
1

浪
曲
師
・
国
本
武
春
さ
ん

▼
縁
と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
も
の
だ
。安

兵
衛
芸
術
祭
の
目
玉
と
し
て
、
今
を
時
め
く

浪
曲
師
・
国
本
武
春
さ
ん
に
新
作
浪
曲
「
堀

部
安
兵
衛
」
の
口
演
を
依
頼
し
た
。そ
の
後
、

紫
雲
寺
出
身
の
方
か
ら
国
本
武
春
さ
ん
の

師
匠
・
東
家
幸
楽
さ
ん
は
紫
雲
寺
の
関
井

出
身
だ
と
聞
か
さ
れ
た
▼
前
紫
雲
寺
町
長

鬼
嶋
正
之
さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
る
と
「
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
、坂
野
井
さ
ん
の
家
の
出
で
、

自
分
も
以
前
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
り
、
国

本
さ
ん
も
ご
一
緒
で
し
た
が
、
好
青
年
で
し

た
。ま
さ
か
こ
ん
な
に
出
世
す
る
と
は
…
」と

の
こ
と
。本
当
に
驚
い
た
。幸
楽
さ
ん
の
本
名

は
坂
野
井
佐
忠
次
と
い
う
▼
幸
楽
さ
ん
の

師
匠
は
東
家
楽
燕
さ
ん
で
あ
る
。楽
燕
さ
ん

は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て『
義
士
銘
々
伝
』

で
一
世
を
風
靡
、
赤
穂
義
士
と
堀
部
安
兵
衛

の
名
を
高
め
た
桃
中
軒
雲
右
衛
門
の
弟
子

で
、
一
時
、
桃
中
軒
雲
太
夫
を
名
乗
り
、
当
然

の
ご
と
く『
銘
々
伝
』を
得
意
と
し
て
い
た
と

い
う
。つ
ま
り
『
銘
々
伝
』
は
雲
右
衛
門
か
ら

楽
燕
、幸
楽
、国
本
武
春
さ
ん
と
受
け
継
が
れ

た
の
だ
。国
本
さ
ん
が
『
銘
々
伝
』
を
大
切
に

し
て
い
る
と
言
う
の
も
う
な
ず
け
る
▼
一

方
、
雲
右
衛
門
は
新
発
田
に
自
身
が
所
有
す

る
義
士
像
を
贈
り
、
そ
の
縁
で
武
庸
会
が
で

き
た
。そ
し
て
１
０
０
年
後
の
今
日
、安
兵
衛

関
連
行
事
で
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
る
。雲
右
衛
門
が
残
し
た
も
の
、義
士
像

と
銘
々
伝
が
新
発
田
の
ま
ち
お
こ
し
に
一

役
買
っ
て
い
る
の
だ
▼
11
月
4
日
、
国
本
さ

ん
が
新
発
田
で
ど
ん
な「
堀
部
安
兵
衛
」を
口

演
し
て
く
れ
る
の
か
、期
待
が
ふ
く
ら
む
。

雲右衛門が結んだ縁

　
堀
部
安
兵
衛
は
寛

　
堀
部
安
兵
衛
は
寛
文
10
（
１
６
７
０
）
年
、
新

（
１
６
７
０
）
年
、
新

発
田
藩
士
中
山
弥
次
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
外
ヶ

発
田
藩
士
中
山
弥
次
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
外
ヶ

輪
で
生
ま
れ
た
。
母
は
直
後
に
病
死
、
父
は
武

輪
で
生
ま
れ
た
。
母
は
直
後
に
病
死
、
父
は
武
庸

13
歳
の
時
浪
人
と
な
り
程
な
く
死
去

歳
の
時
浪
人
と
な
り
程
な
く
死
去
。
19
歳
の
時

歳
の
時

中
山
家
再
興
を
目
指
し
て
上
京
、
子
ど
も
た
ち
に

中
山
家
再
興
を
目
指
し
て
上
京
、
子
ど
も
た
ち
に

読
み
書
き
を
教
え
る
傍
ら
、
江
戸
随
一
と
言
わ
れ

読
み
書
き
を
教
え
る
傍
ら
、
江
戸
随
一
と
言
わ
れ

る
直
新
陰
流
・
堀
内
道
場
で
剣
の
腕
を
磨
い
た
。

る
直
新
陰
流
・
堀
内
道
場
で
剣
の
腕
を
磨
い
た
。

　
元
禄
7
（
１
６
９
４
）
年
2

　
元
禄
7
（
１
６
９
４
）
年
2
月
11
日
、
道
場
で

日
、
道
場
で

叔
父
甥
の
契
り
を
結
ん
だ
西
条
藩
士
菅
野
六
郎
左

叔
父
甥
の
契
り
を
結
ん
だ
西
条
藩
士
菅
野
六
郎
左

衛
門
が
高
田
馬
場
で
同
藩
の
村
上
庄
左
衛
門
と
決

衛
門
が
高
田
馬
場
で
同
藩
の
村
上
庄
左
衛
門
と
決

闘
す
る
と
知
ら
さ
れ
、
助
太
刀
を
買
っ
て
出
て
村

闘
す
る
と
知
ら
さ
れ
、
助
太
刀
を
買
っ
て
出
て
村

上
ら
3
人
を
倒
し
た
。

上
ら
3
人
を
倒
し
た
。

　
こ
の
活
躍
を
聞
き
つ
け
た
赤
穂
藩
士
堀
部
弥
兵

　
こ
の
活
躍
を
聞
き
つ
け
た
赤
穂
藩
士
堀
部
弥
兵

衛
が
安
兵
衛
を
婿
養
子
に
迎
え
た
い
と
懇
願
、
あ

衛
が
安
兵
衛
を
婿
養
子
に
迎
え
た
い
と
懇
願
、
あ

く
ま
で
中
山
家
再
興
を
目
指
す
安
兵
衛
は
か
た
く

く
ま
で
中
山
家
再
興
を
目
指
す
安
兵
衛
は
か
た
く

な
に
断
る
も
の
の
、赤
穂
藩
主
浅
野
内
匠
頭
か
ら
、

な
に
断
る
も
の
の
、赤
穂
藩
主
浅
野
内
匠
頭
か
ら
、

中
山
姓
の
ま
ま
の
縁
組
を
許
す
と
の
上
意
が
あ
っ

中
山
姓
の
ま
ま
の
縁
組
を
許
す
と
の
上
意
が
あ
っ

た
こ
と
に
心
を
打
た
れ
、
中
山
姓
を
捨
て
て
堀
部

た
こ
と
に
心
を
打
た
れ
、
中
山
姓
を
捨
て
て
堀
部

安
兵
衛
と
し
て
赤
穂
藩
士
と
な
っ
た
。

安
兵
衛
と
し
て
赤
穂
藩
士
と
な
っ
た
。

　
元
　
元
禄
14
（
１
７
０
１
）
年
3

（
１
７
０
１
）
年
3
月
14
日
、
主
君
浅

日
、
主
君
浅

野
内
匠
頭
が
江
戸
城
で
吉
良
上
野
介
に
斬
り
付
け

野
内
匠
頭
が
江
戸
城
で
吉
良
上
野
介
に
斬
り
付
け

た
（
殿
中
刃
傷
）
こ
と
で
浅
野
内
匠
頭
は
切
腹
・

た
（
殿
中
刃
傷
）
こ
と
で
浅
野
内
匠
頭
は
切
腹
・

お
家
取
り
潰
し
と
な
っ
た
。
一
方
、
相
手
の
吉
良

お
家
取
り
潰
し
と
な
っ
た
。
一
方
、
相
手
の
吉
良

上
野
介
は
お
と
が
め
な
し
。
赤
穂
浪
士
は
幕
府
の

上
野
介
は
お
と
が
め
な
し
。
赤
穂
浪
士
は
幕
府
の

裁
き
は
喧
嘩
両
成
敗
の
法
に
反
す
る
と
反
発
、
同

裁
き
は
喧
嘩
両
成
敗
の
法
に
反
す
る
と
反
発
、
同

時
に
無
念
を
抱
い
て
死
ん
だ
主
君
内
匠
頭
の
思
い

時
に
無
念
を
抱
い
て
死
ん
だ
主
君
内
匠
頭
の
思
い

は
ら
す
た
め
、
元

は
ら
す
た
め
、
元
禄
15
（
１
７
０
２
）

（
１
７
０
２
）
年
12
月

14
日
、
大
石
内
蔵
助
ほ
か
四
十
七
士
が
吉
良
邸
に

日
、
大
石
内
蔵
助
ほ
か
四
十
七
士
が
吉
良
邸
に

討
ち
入
り
、
吉
良
上
野
介
を
討
っ
た
。
安
兵
衛
は

討
ち
入
り
、
吉
良
上
野
介
を
討
っ
た
。
安
兵
衛
は

翌
年
2
月
4
日
に
松
山
藩
主
邸
で
切
腹
し
た
。

翌
年
2
月
4
日
に
松
山
藩
主
邸
で
切
腹
し
た
。

　
安
兵
衛
ら
の
行
動
は
幕
府
か
ら
は
謀
反
人
と
し

　
安
兵
衛
ら
の
行
動
は
幕
府
か
ら
は
謀
反
人
と
し

て
と
が
め
ら
れ
た
が
、
江
戸
市
民
か
ら
は
喝
采
を

て
と
が
め
ら
れ
た
が
、
江
戸
市
民
か
ら
は
喝
采
を

浴
び
た
。
武
士
の
堕
落
が
進
む
中
、
義
理
の
叔
父

浴
び
た
。
武
士
の
堕
落
が
進
む
中
、
義
理
の
叔
父

の
た
め
に
は
助
太
刀
、
主
君
の
無
念
に
寄
り
添
っ

の
た
め
に
は
助
太
刀
、
主
君
の
無
念
に
寄
り
添
っ

て
の
討
入
り
、
そ
の
や
さ
し
い
心
根
と
無
類
の
強

て
の
討
入
り
、
そ
の
や
さ
し
い
心
根
と
無
類
の
強

さ
は
武
士
の
鑑
と
さ
れ
、
人
気
者
と
な
っ
た
。

さ
は
武
士
の
鑑
と
さ
れ
、
人
気
者
と
な
っ
た
。

　
江
戸
時
代
、
赤
穂
四
十
七
士
を
称
賛
す
る
こ
と

　
江
戸
時
代
、
赤
穂
四
十
七
士
を
称
賛
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
た
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
天
皇
中

は
禁
止
さ
れ
た
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
天
皇
中

心
の
国
家
と
な
り
、
諸
外
国
と
渡
り
合
う
た
め
、

心
の
国
家
と
な
り
、
諸
外
国
と
渡
り
合
う
た
め
、

武
士
道
再
興
は
国
策
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
広
め
る

武
士
道
再
興
は
国
策
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
広
め
る

た
め
赤
穂
義
士
は
講
談
・
浪
曲
な
ど
で
盛
ん
に
取

た
め
赤
穂
義
士
は
講
談
・
浪
曲
な
ど
で
盛
ん
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
全
国
津
々
浦
々
に
知
れ
渡
っ
た
。

り
上
げ
ら
れ
、
全
国
津
々
浦
々
に
知
れ
渡
っ
た
。

　
そ
の
中
で
最
も
影
響
力
を
発
揮
し
た
の
が
浪
曲

　
そ
の
中
で
最
も
影
響
力
を
発
揮
し
た
の
が
浪
曲

師
桃
中
軒
雲
右
衛
門
だ
。彼
は
明

師
桃
中
軒
雲
右
衛
門
だ
。彼
は
明
治
30
年
代
に「
安

年
代
に「
安

兵
衛
生
い
立
ち
」「
安
兵
衛
駆
け
付
け
（
決
闘
高

兵
衛
生
い
立
ち
」「
安
兵
衛
駆
け
付
け
（
決
闘
高

田
馬
場
）」
を
含
む
『
義
士
銘
々
伝
』
を
完
成
さ

田
馬
場
）」
を
含
む
『
義
士
銘
々
伝
』
を
完
成
さ

（
１
９
１
２
）
年
の

を
聞
い
て
感
激
し
、
自
身
が
持
っ
て
い
た
四
十
七

を
聞
い
て
感
激
し
、
自
身
が
持
っ
て
い
た
四
十
七

士
木
像
を
新
発
田
に
贈
る
こ
と
を
申
し
出
た
。

士
木
像
を
新
発
田
に
贈
る
こ
と
を
申
し
出
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
冨
田
精
策
・
上
野
喜
永
次
ら
に

　
こ
れ
を
受
け
、
冨
田
精
策
・
上
野
喜
永
次
ら
に

よ
っ
て
武
庸
会
が
結
成
さ
れ
昭
和
４（
１
９
２
９
）

よ
っ
て
武
庸
会
が
結
成
さ
れ
昭
和
４（
１
９
２
９
）

年
、
長
徳
寺
境
内
に
義
士
堂
が
作
ら
れ
た
。
義
士

年
、
長
徳
寺
境
内
に
義
士
堂
が
作
ら
れ
た
。
義
士

堂
は
四
十
七
士
木
像
を
納
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

堂
は
四
十
七
士
木
像
を
納
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

事
業
に
賛
同
し
た
新
発
田
藩
主
溝
口
直
亮
公
ほ
か

事
業
に
賛
同
し
た
新
発
田
藩
主
溝
口
直
亮
公
ほ
か

当
時
の
名
士
の
書
画
が
格
天
井
な
ど
に
は
め
込
ま

当
時
の
名
士
の
書
画
が
格
天
井
な
ど
に
は
め
込
ま

れ
て
い
る
。
市
島
春
城
・
相
馬
御
風
・
會
津
八
一

れ
て
い
る
。
市
島
春
城
・
相
馬
御
風
・
會
津
八
一

ら
早
稲
田
大
学
関
係
者
が
多
い
の
は
武
庸
会
の
運

ら
早
稲
田
大
学
関
係
者
が
多
い
の
は
武
庸
会
の
運

営
を
担
っ
た
上
野
が
早
稲
田
大
学
（
当
時
は
東
京

営
を
担
っ
た
上
野
が
早
稲
田
大
学
（
当
時
は
東
京

専
門
学
校
）
の
一
期
生
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

専
門
学
校
）
の
一
期
生
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
武
庸
会
の
記
念
行
事
は
記

　
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
武
庸
会
の
記
念
行
事
は
記

念
式
典
開
催
、
義
士
像
修
復
、
記
念
誌
発
行
の
三

念
式
典
開
催
、
義
士
像
修
復
、
記
念
誌
発
行
の
三

つ
。
資
金
は
募
金
に
よ
っ
て
調
達
す
る
計
画
だ
。

つ
。
資
金
は
募
金
に
よ
っ
て
調
達
す
る
計
画
だ
。

し
か
し
目
標
額
１
千
２
０
０
万
円
に
対
し
、
現
在

し
か
し
目
標
額
１
千
２
０
０
万
円
に
対
し
、
現
在

集
ま
っ
た
の
は
約
５
６
０
万
円

集
ま
っ
た
の
は
約
５
６
０
万
円
（
10
月
14
日
現
日
現

在
）。
こ
れ
で
は
事
業
の
完
遂
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

在
）。
こ
れ
で
は
事
業
の
完
遂
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

式
典
は
す
で
に
実
施
済
み
、
記
念
誌
は
順
調
に
編

式
典
は
す
で
に
実
施
済
み
、
記
念
誌
は
順
調
に
編

集
中
だ
が
、
義
士
像
修
復
完
成
に
暗
雲
が
立
ち
込

集
中
だ
が
、
義
士
像
修
復
完
成
に
暗
雲
が
立
ち
込

め
て
い
る
。
武
庸
会
で
は
「
安
兵
衛
を
通
じ
こ
れ

め
て
い
る
。
武
庸
会
で
は
「
安
兵
衛
を
通
じ
こ
れ

ま
で
１
０
０
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
愛
を
精

ま
で
１
０
０
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
愛
を
精

神
文
化
と
し
て
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

神
文
化
と
し
て
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

ぎ
、
新
発
田
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

ぎ
、
新
発
田
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
」（
武
庸
会
会
長
嶋
谷
治
郎
八
）
と

も
ら
い
た
い
」（
武
庸
会
会
長
嶋
谷
治
郎
八
）
と

い
う
思
い
で
、
引
き
続
き
市
民
の
募
金
を
呼
び
掛

い
う
思
い
で
、
引
き
続
き
市
民
の
募
金
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
募
金
は
新
発
田
市
観
光
協

け
て
い
る
。
募
金
は
新
発
田
市
観
光
協
会
（
ま
ち

会
（
ま
ち

の
駅
）
で
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
銀
行
振
込
も

の
駅
）
で
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
銀
行
振
込
も

可
能
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
観
光
協
会
内
武
庸
会
事

可
能
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
観
光
協
会
内
武
庸
会
事

務
局
☎
０
２
５
４

務
局
☎
０
２
５
４
（
26
）
６
７
８
９
ま
で
。

）
６
７
８
９
ま
で
。

　
忠
臣
蔵
関
係
自
治
体
が
集
ま
り
交
流
し
、
忠
臣

蔵
で
観
光
誘
客
を
目
指
す
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
は
今

回
目
の
開
催
、
新
発
田
市
で
は
今
年
の
武

今
年
の
武

庸
会
百
年
祭
に
合
わ
せ
て
招
致
し
た
。
11
月
1
日

月
1
日

（
金
）・
2
日
（
土
）
の
2
日
間
、
ホ
テ
ル
華
鳳
で

開
催
さ
れ
る
。
1
日
は
田
中
優
子
法
政
大
学
教
授

に
よ
る
記
念
講
演
「
江
戸
時
代
に
学
ぶ
地
方
の
元

気
」
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
2
日
に
は
午

気
」
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
2
日
に
は
午
前
10
時
か
時
か

ら
割
烹
志
ま
や
前
の
「
武
庸
橋
」
が
木
製
の
欄
干

ら
割
烹
志
ま
や
前
の
「
武
庸
橋
」
が
木
製
の
欄
干

と
な
る
こ
と
に
合
わ
せ
た
渡
り
初
め
が
あ
る
。
三

と
な
る
こ
と
に
合
わ
せ
た
渡
り
初
め
が
あ
る
。
三

之
町
・
四
之
町
台
輪
、
赤
穂
市
市
民
団
体
・
武
庸

之
町
・
四
之
町
台
輪
、
赤
穂
市
市
民
団
体
・
武
庸

会
会
員
・
月
岡
芸
妓
も
参
加
す
る
予
定
だ
。
今

会
会
員
・
月
岡
芸
妓
も
参
加
す
る
予
定
だ
。
今
月

31
日
（
木
）
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

日
（
木
）
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
る
「
全
国
う
ま
い
も
ん
横
丁
」
で
は
サ
ミ
ッ

さ
れ
る
「
全
国
う
ま
い
も
ん
横
丁
」
で
は
サ
ミ
ッ

ト
参
加
自
治
体
の
特
産
が
販
売
さ
れ
る
。

ト
参
加
自
治
体
の
特
産
が
販
売
さ
れ
る
。

　
関
連
行
事
と
し

　
関
連
行
事
と
し
て
10
月
28
日
（
月
）
午
後
7
時

日
（
月
）
午
後
7
時

か
ら
市
民
文
化
会
館
で
大
衆
演
劇
「
決
闘
・
高
田

か
ら
市
民
文
化
会
館
で
大
衆
演
劇
「
決
闘
・
高
田

馬
場
」（
前
売
2
千
円
当
日
2
千
２
０
０
円
・
市

馬
場
」（
前
売
2
千
円
当
日
2
千
２
０
０
円
・
市

観
光
協
会
で
発
売
）
が
上
演
さ
れ
、同
日
か
ら
「
堀

観
光
協
会
で
発
売
）
が
上
演
さ
れ
、同
日
か
ら
「
堀

部
安
兵
衛
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
切
手
」
が
限
定
発
売

部
安
兵
衛
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
切
手
」
が
限
定
発
売

さ
れ
る
。
以
上
は
市
観
光
振
興
課
主
催
で
問
い
合

さ
れ
る
。
以
上
は
市
観
光
振
興
課
主
催
で
問
い
合

わ
せ
は
☎
０
２
５
４

わ
せ
は
☎
０
２
５
４
（
22
）
３
１
０
１
ま
で
。

）
３
１
０
１
ま
で
。

 

ま
た
民
間
で
は
安
兵
衛
芸
術
祭
と
称
し

ま
た
民
間
で
は
安
兵
衛
芸
術
祭
と
称
し
、
11
月

4
日
（
祝
）
に
「
水
谷
八
重
子
一
人
芝
居
〜
大
石

4
日
（
祝
）
に
「
水
谷
八
重
子
一
人
芝
居
〜
大
石

内
蔵
助
の
妻
り
く
」（
午
後
２
時
〜
・
３
千
円
）、「
国

内
蔵
助
の
妻
り
く
」（
午
後
２
時
〜
・
３
千
円
）、「
国

本
武
春
浪
曲
公
演
〜
忠
臣
蔵
と
堀
部
安
兵
衛
・
刃

本
武
春
浪
曲
公
演
〜
忠
臣
蔵
と
堀
部
安
兵
衛
・
刃

傷
〜
田
村
邸
、
堀
部
安
兵
衛
、
南
部
坂
雪
の
別
れ
」

傷
〜
田
村
邸
、
堀
部
安
兵
衛
、
南
部
坂
雪
の
別
れ
」

（
午
後
７
時
〜
・
２
千
円
）
が
文
化
会
館
で
開
催

（
午
後
７
時
〜
・
２
千
円
）
が
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
る
。2
公
演
の
セ
ッ
ト
券
は
4
千
円
と
お
得
。

さ
れ
る
。2
公
演
の
セ
ッ
ト
券
は
4
千
円
と
お
得
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
市
観
光
協
会
（
ま
ち
の
駅
）
お

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
市
観
光
協
会
（
ま
ち
の
駅
）
お

よ
び
文
化
会
館
紫
音
。
問
い
合
わ
せ
は
実
行
委
員

よ
び
文
化
会
館
紫
音
。
問
い
合
わ
せ
は
実
行
委
員

会
・
阿
部
☎
０
９
０（
２
７
３
３
）３
５
６
８
ま
で
。

会
・
阿
部
☎
０
９
０（
２
７
３
３
）３
５
６
８
ま
で
。

 

「
10
月
28
日
の
大
衆
演
劇
が
皮
き
り
で

日
の
大
衆
演
劇
が
皮
き
り
で
、
11
月
4
月
4

日
の
水
谷
八
重
子
一
人
芝
居
と
国
本
武
春
浪
曲
公

日
の
水
谷
八
重
子
一
人
芝
居
と
国
本
武
春
浪
曲
公

演
が
締
め
、
こ
の
間
新
発
田
は
安
兵
衛
一
色
に
な

演
が
締
め
、
こ
の
間
新
発
田
は
安
兵
衛
一
色
に
な

る
。
と
く
に
国
本
さ
ん
は
紫
雲
寺
出
身
の
浪
曲
師

る
。
と
く
に
国
本
さ
ん
は
紫
雲
寺
出
身
の
浪
曲
師

東
家
幸
楽
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
と
か
、、
新
発
田

東
家
幸
楽
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
と
か
、、
新
発
田

と
縁
の
あ
る
浪
曲
師
が
新
発
田
出
身
の
安
兵
衛
を

と
縁
の
あ
る
浪
曲
師
が
新
発
田
出
身
の
安
兵
衛
を

語
る
。
楽
し
み
で
す
」（
市
長
）。

語
る
。
楽
し
み
で
す
」（
市
長
）。
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「しばた」
　　　を知って楽しみ、

　「新しいしばた」
　　　　の町をつくる新聞

平成25年10月25日号

（
１
９
１
２
）
年
の

　
忠
臣
蔵

蔵
で
観
光回

庸
会
百
年

（
金
）・
2

開
催
さ
れ

に
よ
る
記

堀
部
安
兵
衛
一
色
の
秋

新
発
田
観
光
の
起
爆
剤
に

「
髙
田
馬
場
の
助
太
刀
」
や
「
忠
臣
蔵
」
で
名
高

い
新
発
田
生
ま
れ
の
剣
豪
・
堀
部
安
兵
衛
武
庸（
た

け
つ
ね
）
を
顕
彰
す
る
武
庸
会
が
新
発
田
に
で
き

て
１
０
０
年
、
武
庸
会
で
は
長
徳
寺
義
士
堂
の
四

十
七
士
の
義
士
像
修
復
事
業
に
取
り
か
か
っ
た
ほ

か
、
記
念
行
事
が
目
白
押
し
だ
。
恒
例
の
12
月
14

日（
土
）の「
義
士
祭
」（
武
庸
会
主
催
）の
前
に
は
、

忠
臣
蔵
関
連
都
市
を
集
め
た
「
全
国
忠
臣
蔵
サ

ミ
ッ
ト
」（
市
主
催
）
が
11
月
1
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
る
。
関
連
し
て
10
月
28
日
（
月
）
に
大
衆

演
劇
「
決
闘
・
高
田
馬
場
」（
市
主
催
）
が
、
11

月
4
日
（
祝
）
に
「
水
谷
八
重
子
一
人
芝
居
〜
大

石
内
蔵
助
の
妻
り
く
」「
国
本
武
春
浪
曲
公
演
〜

忠
臣
蔵
と
堀
部
安
兵
衛
・
刃
傷
〜
田
村
邸
、
堀
部

安
兵
衛
、
南
部
坂
雪
の
別
れ
」（
安
兵
衛
芸
術
祭

実
行
委
員
会
主
催
）が
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
、
10
月
26
日
（
土
）
に
は
清
水
園
に
「
堀
部

安
兵
衛
伝
承
館
」
が
プ
レ
・
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「
義
」と「
や
さ
し
さ
」に
生
き
た

新
発
田
生
ま
れ
の
剣
豪
・
堀
部
安
兵
衛
と
は

安
兵
衛
ら
の『
義
士
銘
々
伝
』を
完
成
さ
せ
た

浪
曲
師
が
、新
発
田
に
義
士
像
を
贈
っ
た

武
庸
会
は
義
士
像
修
復
を
開
始
し
た
が

財
源
の
募
金
は
半
分
し
か
集
ま
っ
て
い
な
い

新
発
田
で
は
２
回
目
の
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

水
谷
八
重
子
公
演
な
ど
超
一
流
の
関
連
行
事
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四季折々の美味

主
催
：
新
発
田
市
の

図
書
館
を
考
え
る
会

2

10
月
5
日（
土
）、
図
書
館
経
営
の
専
門
家
で
、

田
原
市
図
書
館
で
素
晴
ら
し
い
実
績
を
挙
げ

た
森
下
芳
則
氏
を
招
き
、「
図
書
館
づ
く
り
」

は「
ま
ち
づ
く
り
」と
題
し
て
講
演
会
が
行
わ

れ
た
。基
本
を
守
り
な
が
ら
も
、
最
先
端
の
経

営
を
行
い
、
市
民
意
識
調
査
で
最
高
の
市
民

満
足
度
を
獲
得
し
た
図
書
館
経
営
の
実
践
例

は
示
唆
に
富
ん
で
い
た
。

　
新
発
田
で
新
し
い
図
書
館
を
つ
く
る
と
聞
き
ま

　
新
発
田
で
新
し
い
図
書
館
を
つ
く
る
と
聞
き
ま

し
た
。
図
書
館
は
人
と
地
域
に
役
立
つ
と
て
も
大

し
た
。
図
書
館
は
人
と
地
域
に
役
立
つ
と
て
も
大

切
な
施
設
、
地
域
の
財
産
で
す
。
一
度
つ
く
る
と

切
な
施
設
、
地
域
の
財
産
で
す
。
一
度
つ
く
る
と

数
十
年
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
施
設
的
に
は
１

数
十
年
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
施
設
的
に
は
１

０
０
年
使
え
る
施
設
、
十
分
な
広
さ
を
取
っ
て
、

０
０
年
使
え
る
施
設
、
十
分
な
広
さ
を
取
っ
て
、

ぜ
ひ
い
い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ひ
い
い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
私
は
大
学
卒
業
後
、（
東
京
都
）
昭
島
市
、
そ

　
私
は
大
学
卒
業
後
、（
東
京
都
）
昭
島
市
、
そ

れ
か
ら
今
で
は
一
般
的
に
な
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
制

れ
か
ら
今
で
は
一
般
的
に
な
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
制

度
（
予
約
制
度
）
を
確
立
し
た
日
野
市
図
書
館
と
、

度
（
予
約
制
度
）
を
確
立
し
た
日
野
市
図
書
館
と
、

ず
っ
と
図
書
館
員
と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た
が
、

ず
っ
と
図
書
館
員
と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
図
書
館
が
時
代
の
変
化
、
市
民
の
期
待
に
応

そ
の
図
書
館
が
時
代
の
変
化
、
市
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
失
望
し
て
い
た
頃
、

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
失
望
し
て
い
た
頃
、

誘
わ
れ
て
田
原
町
（
現
愛
知
県
田
原
市
）
で
の
新

誘
わ
れ
て
田
原
町
（
現
愛
知
県
田
原
市
）
で
の
新

し
い
図
書
館
作
り
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

し
い
図
書
館
作
り
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
一
貫
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ

た
。
こ
の
間
、
一
貫
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ

と
は
、
常
に
利
用
者
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

と
は
、
常
に
利
用
者
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
図
書
館
員
は
ま
ず

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
図
書
館
員
は
ま
ず

真
摯
さ
と
高
い
専
門
性
が
必
要
で
、
同
時
に
生
活

真
摯
さ
と
高
い
専
門
性
が
必
要
で
、
同
時
に
生
活

し
て
い
け
る
だ
け
の
報
酬
・
雇
用
条
件
が
必
要
で
す
。

し
て
い
け
る
だ
け
の
報
酬
・
雇
用
条
件
が
必
要
で
す
。

　
田
原
町
で
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

　
田
原
町
で
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
え
る
人
材
を

す
。
一
つ
は
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
え
る
人
材
を

育
て
て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て

育
て
て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て

は
「
富
士
山
の
よ
う
に
高
い
山
は
広
い
裾
野
に
支

は
「
富
士
山
の
よ
う
に
高
い
山
は
広
い
裾
野
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い

え
ら
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い

う
な
ら
図
書
館
の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

う
な
ら
図
書
館
の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
本
を
読
み
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
判
断

で
す
。
本
を
読
み
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
必
ず
増
え
る
」
と
答
え

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
必
ず
増
え
る
」
と
答
え

ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
「
図
書
館
利
用
者
は
地
元
で
買
い
物
を
し

る
の
は
「
図
書
館
利
用
者
は
地
元
で
買
い
物
を
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
。
東
京
で
は

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
。
東
京
で
は

考
え
ら
れ
な
い
質
問
で
す
。
東
京
で
は
必
要
と
さ

考
え
ら
れ
な
い
質
問
で
す
。
東
京
で
は
必
要
と
さ

れ
る
資
料
を
提
供
し
、
利
用
者
の
要
望
に
お
応
え

れ
る
資
料
を
提
供
し
、
利
用
者
の
要
望
に
お
応
え

す
れ
ば
完
結
す
る
よ
う
に
思
え
て
い
ま
し
た
。
し

す
れ
ば
完
結
す
る
よ
う
に
思
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
田
原
で
は
そ
う
で
な
い
。
地
方
で
は
図
書

か
し
、
田
原
で
は
そ
う
で
な
い
。
地
方
で
は
図
書

館
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
も
求
め
ら
れ
る
ん
だ
、

館
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
も
求
め
ら
れ
る
ん
だ
、

と
。
こ
れ
は
新
発
田
も
同
じ
で
し
ょ
う
が
、
私
は

と
。
こ
れ
は
新
発
田
も
同
じ
で
し
ょ
う
が
、
私
は

そ
の
要
望
に
応
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
要
望
に
応
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
静
岡
県
知
事
の
石
川

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
静
岡
県
知
事
の
石
川

嘉
延
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

嘉
延
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

 

「
静
岡
中
心
部
の
図
書
館
の
単
位
面
積
あ
た
り
の

「
静
岡
中
心
部
の
図
書
館
の
単
位
面
積
あ
た
り
の

集
客
力
は
デ
パ
ー
ト
や
繁
盛
店
よ
り
大
き
く
、
図

集
客
力
は
デ
パ
ー
ト
や
繁
盛
店
よ
り
大
き
く
、
図

書
館
活
動
は
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

書
館
活
動
は
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

図
書
館
が
充
実
し
て
い
て
読
書
活
動
が
盛
ん
で
、

図
書
館
が
充
実
し
て
い
て
読
書
活
動
が
盛
ん
で
、

広
場
が
あ
っ
て
住
民
の
交
流
の
あ
る
竜
洋
町
は
不

広
場
が
あ
っ
て
住
民
の
交
流
の
あ
る
竜
洋
町
は
不

登
校
の
子
ど
も
が
い
な
い
。（
略
）
活
字
文
化
は

登
校
の
子
ど
も
が
い
な
い
。（
略
）
活
字
文
化
は

論
理
的
思
考
と
多
様
な
感
性
を
養
う
」。

論
理
的
思
考
と
多
様
な
感
性
を
養
う
」。

　
ま
っ
た
く
同
感
で
、
私
は
こ
の
話
を
田
原
町
長

　
ま
っ
た
く
同
感
で
、
私
は
こ
の
話
を
田
原
町
長

に
伝
え
ま
し
た
。
考
え
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
は

に
伝
え
ま
し
た
。
考
え
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
は

読
書
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

読
書
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
首
相
は
「
7
歳
の
子
ど
も

　
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
首
相
は
「
7
歳
の
子
ど
も

の
読
書
量

の
読
書
量
が
20
年
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
価
値
を

年
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
価
値
を

決
め
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
別
に
ロ
マ
ン
チ
ッ

決
め
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
別
に
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
な
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ギ
リ
ス
を
活
性
化
し
、
経
済
力
を
高
め
、
世
界

イ
ギ
リ
ス
を
活
性
化
し
、
経
済
力
を
高
め
、
世
界

と
互
し
て
戦
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
・
読
書

と
互
し
て
戦
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
・
読
書

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
目
指
し
た
図
書
館
は
、
当
た
り
前
の
図
書
館
活

　
目
指
し
た
図
書
館
は
、
当
た
り
前
の
図
書
館
活

動
を
地
道
に
続
け
る
こ
と
、
当
た
り
前
と
は
、
自

動
を
地
道
に
続
け
る
こ
と
、
当
た
り
前
と
は
、
自

由
で
公
平
な
資
料
の
提
供
、
人
々
が
交
流
す
る
快

由
で
公
平
な
資
料
の
提
供
、
人
々
が
交
流
す
る
快

適
な
場
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
舞
台
に

適
な
場
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
舞
台
に

な
る
こ
と
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
街

な
る
こ
と
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
街

な
か
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、

な
か
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、

図
書
館
を
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば

図
書
館
を
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
主
題
重
視
の
混
配
、
リ
フ
ァ
レ
ン

な
り
ま
せ
ん
。
主
題
重
視
の
混
配
、
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
の
重
視
と
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
の
重
視
、
こ
れ

ス
の
重
視
と
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
の
重
視
、
こ
れ

は
特
に
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
て
、
そ
の
ほ
か

は
特
に
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
て
、
そ
の
ほ
か

行
政
資
料
の
収
集
配
架
な
ど
が
主
な
も
の
で
す

行
政
資
料
の
収
集
配
架
な
ど
が
主
な
も
の
で
す

が
、
近
隣
か
ら
の
利
用
者
も
増
や
し
た
か
っ
た
の

が
、
近
隣
か
ら
の
利
用
者
も
増
や
し
た
か
っ
た
の

で
、
貸
出
期
間
を
3
週
間
（

で
、
貸
出
期
間
を
3
週
間
（
10
冊
ま
で
）
と
長
く

冊
ま
で
）
と
長
く

し
ま
し
た
。
遠
く
の
人
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
来
ら
れ

し
ま
し
た
。
遠
く
の
人
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
来
ら
れ

ま
せ
ん
か
ら
。
あ
る
と
き
、
隣
の
市
の
豊
橋
の
方

ま
せ
ん
か
ら
。
あ
る
と
き
、
隣
の
市
の
豊
橋
の
方

に
貸
し
出
し
カ
ー
ド
を
作
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
と

に
貸
し
出
し
カ
ー
ド
を
作
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
と

聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
う
ち
の
図
書
館
は
貸
し
た

聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
う
ち
の
図
書
館
は
貸
し
た

本
を
返
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
火
星
人
に
だ
っ
て

本
を
返
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
火
星
人
に
だ
っ
て

貸
す
ん
で
す
よ
と
答
え
ま
し
た
（
笑
）。

貸
す
ん
で
す
よ
と
答
え
ま
し
た
（
笑
）。

　
新
発
田
市
立
図
書
館
の
現
状
を
昨
年
度
の
資
料

新
発
田
市
立
図
書
館
の
現
状
を
昨
年
度
の
資
料

で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
発
田
市
は
人
口
は

で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
発
田
市
は
人
口
は
約
10

万
人
で
図
書
館
の
面
積
は
約
2
千
㎡
、
標
準
の
半

万
人
で
図
書
館
の
面
積
は
約
2
千
㎡
、
標
準
の
半

分
で
す
。
田
原
市
は
6
万
5
千
人
で
約
4
千
㎡
。

分
で
す
。
田
原
市
は
6
万
5
千
人
で
約
4
千
㎡
。

蔵
書
数
は
新
発
田
市
が

蔵
書
数
は
新
発
田
市
が
約
23
万
部
、
田
原
市
は

万
部
、
田
原
市
は
約

40
万
部
、
貸
出
数
は
新
発
田
市
が

万
部
、
貸
出
数
は
新
発
田
市
が
約
25
万
冊
、
田

万
冊
、
田

原
市
は

原
市
は
約
85
万
冊
、
人

万
冊
、
人
口
10
万
人
の
都
市
の
標
準

万
人
の
都
市
の
標
準

は
約
１
０
０
万
部
で
す
か
ら
そ
れ
と
比
べ
て
１
／

は
約
１
０
０
万
部
で
す
か
ら
そ
れ
と
比
べ
て
１
／

４
で
す
。
職
員
数
は
新
発
田
市

４
で
す
。
職
員
数
は
新
発
田
市
が
26
人
（
う
ち
専

人
（
う
ち
専

任
職
員
5
人
、
司
書
2
人
）、
田
原
市

任
職
員
5
人
、
司
書
2
人
）、
田
原
市
は
25
人
（
う

人
（
う

ち
専
任
職
員
9
人
、
司
書
8
人
）、
図
書
館
費
は

ち
専
任
職
員
9
人
、
司
書
8
人
）、
図
書
館
費
は

新
発
田
市
が
お
お
む
ね
1
億
円
で
一
般
会
計
の
約

新
発
田
市
が
お
お
む
ね
1
億
円
で
一
般
会
計
の
約

0
・
24
%
、
田
原
市
は
お
お
む
ね
1
億
8
千
万
円

%
、
田
原
市
は
お
お
む
ね
1
億
8
千
万
円

で
一
般
会
計
の
約
0
・

で
一
般
会
計
の
約
0
・
67
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
新
発
田
市
の
図
書
館
費
が
田
原

　
特
徴
的
な
の
は
新
発
田
市
の
図
書
館
費
が
田
原

市
の
お
お
む
ね
半
分
な
の
に
貸
出
数
は
半
分
よ
り

市
の
お
お
む
ね
半
分
な
の
に
貸
出
数
は
半
分
よ
り

少
な
く
て
1
／
3
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
な
く
て
1
／
3
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
現
在
の
新
発
田
の
図
書
館

　
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
現
在
の
新
発
田
の
図
書
館

の
現
状
は
明
ら
か
で
す
。
車
を
走
ら
せ
る
の
に
ガ

の
現
状
は
明
ら
か
で
す
。
車
を
走
ら
せ
る
の
に
ガ

ソ
リ
ン
を
入
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。

ソ
リ
ン
を
入
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
図
書
館
の
要
素
は
３
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
建

　
図
書
館
の
要
素
は
３
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
建

物
と
資
料
数
と
職
員
。
こ
の
中
で
重
要
な
の
が
職

物
と
資
料
数
と
職
員
。
こ
の
中
で
重
要
な
の
が
職

員
で
す
。
職
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
っ

員
で
す
。
職
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
っ

て
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
館

て
利
用
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
館

長
は
方
向
性
を
示
し
、
職
員
が
気
持
ち
よ
く
サ
ー

長
は
方
向
性
を
示
し
、
職
員
が
気
持
ち
よ
く
サ
ー

ビ
ス
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
の
が
仕
事
で
す
。
給

ビ
ス
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
の
が
仕
事
で
す
。
給

料
・
雇
用
条
件
の
整
備
は
当
然
で
す
。

料
・
雇
用
条
件
の
整
備
は
当
然
で
す
。

　
最
後
に
強
調
し
て
お
き
ま
す
が
、
図
書
館
を
つ

　
最
後
に
強
調
し
て
お
き
ま
す
が
、
図
書
館
を
つ

く
る
に
あ
た
っ
て
、
新
発
田
市
が
今
す
ぐ
や
ら
な

く
る
に
あ
た
っ
て
、
新
発
田
市
が
今
す
ぐ
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
図
書
館
の
専
門

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
図
書
館
の
専
門

家
の
招
聘
で
す
。
時
間
が
な
い
中
で
よ
い
図
書
館

家
の
招
聘
で
す
。
時
間
が
な
い
中
で
よ
い
図
書
館

を
つ
く
る
に
は
一
か
ら
や
る
の
で
は
な
く
、
専
門

を
つ
く
る
に
は
一
か
ら
や
る
の
で
は
な
く
、
専
門

家
の
知
恵
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
の
知
恵
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

＊

　
森
下
氏
は
図
書
館
を
単
に
学
習
・
娯
楽
の
場
と

森
下
氏
は
図
書
館
を
単
に
学
習
・
娯
楽
の
場
と

は
考
え
な
い
。
地
域
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
知
の
集

は
考
え
な
い
。
地
域
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
知
の
集

積
こ
そ
民
主
主
義
の
前
提
で
、
そ
の
中
心
的
役
割

積
こ
そ
民
主
主
義
の
前
提
で
、
そ
の
中
心
的
役
割

を
担
う
の
が
図
書
館
。
そ
の
た
め
に
図
書
館
は
常

を
担
う
の
が
図
書
館
。
そ
の
た
め
に
図
書
館
は
常

に
清
新
で
継
続
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を

に
清
新
で
継
続
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を

可
能
に
す
る
の
は
人
と
予
算
で
あ
り
、
予
算
獲
得

可
能
に
す
る
の
は
人
と
予
算
で
あ
り
、
予
算
獲
得

の
た
め
に
は
市
民
理
解
と
広
報
活
動
が
必
須
だ
と

の
た
め
に
は
市
民
理
解
と
広
報
活
動
が
必
須
だ
と

い
う
。
塩
尻
市
立
図
書
館
長
は
利
用
者
を
市
民

い
う
。
塩
尻
市
立
図
書
館
長
は
利
用
者
を
市
民
の

15
%
か
%
か
ら
40
%
に
増
や
す
こ
と
が
目
標
だ
と
い
う
。

%
に
増
や
す
こ
と
が
目
標
だ
と
い
う
。

利
用
者
が
増
え
れ
ば
市
民
理
解
に
つ
な
が
り
、
よ

利
用
者
が
増
え
れ
ば
市
民
理
解
に
つ
な
が
り
、
よ

り
良
い
図
書
館
に
な
る
と
い
う
考
え
方
と
同
根
だ
。

り
良
い
図
書
館
に
な
る
と
い
う
考
え
方
と
同
根
だ
。

田原市図書館
前館長・森下芳則氏
講演（抜粋）

「
図
書
館
づ
く
り
」は

「
ま
ち
づ
く
り
」

図
書
館
一
筋
で
40
年

利
用
者
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

自
分
で
考
え
、自
分
で
判
断
し
、決
め
ら
れ
る
人
。

そ
う
な
る
た
め
に
は
読
書
以
外
に
な
い

当
た
り
前
の
図
書
館
活
動
を
地
道
に
行
い
、

そ
し
て
街
な
か
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た
い

よ
い
図
書
館
の
た
め
に
は
職
員
が
大
切
。

給
料
は
当
然
、雇
用
環
境
を
整
え
る
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新潟が誇るジャンボ梨「新高梨」・
地場産「りんご」・柿など…

11月

2日～4日土

フェスタフェスタ
新潟が誇誇るジャンボ梨梨「新高梨高新高梨新高梨高梨高梨高梨高高新高高高梨高梨」」」」」・
地場地場産「りんご「 」・柿など……

にいがたの秋の味覚がいっぱい！

月
祝 川 井 郁 子 ト リ オ

ヴァイオリンコンサート

１１/２４（日）午後２時～４時（午後１時３０分開場）

舞踊や演劇、テレビ、ＣＭ、映画などクラシックの枠を
超え、様々なコラボレーション活動を展開する川井郁子。
優れた感性と確かな表現力を持つ魅力のヴァイオリニス
トがお贈りする華麗なコンサートをお楽しみください。

≪チケット好評発売中≫プレイガイド：喫茶「紫音」℡22-5726、下越音楽鑑賞協会℡22-1404、市観光案内所
（駅構内）℡26-6321、地域交流センターきやり館℡22-1254、まちの駅℡26-6789、わたじん楽器新発田店
℡23-5975、ヤマハユニスタイル新発田センター℡26-5455、豊浦地区公民館℡22-2081紫雲寺地区公民館
℡41-2291、加治川地区公民館℡33-2433　問合わせ先：市民文化会館　☎0254-26-1576

越音楽鑑賞協会℡22 1404 市観光案内所

ペアチケット3組様
本紙感想・ご意見、住所・氏名・電
話番号を明記の上、表紙左上の住所
宛までハガキにてご応募下さい。

present

新発田市民文化会館　大ホール
料金：全席指定　一　　般 2,000円（当日同額）
　　　　　　　　小中学生 1,000円（当日同額）
　　　　　　　　◆未就学児入場不可

する華麗な

present

3

市
民
念
願
の
新
図
書
館
建
設
は

こ
の
機
会
を
逃
す
と
不
可
能

約
10
年
前
か
ら
議
論
・
要
望
・
請
願
あ
る
も

財
源
が
確
保
で
き
ず
一
歩
も
進
ま
ず

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
補
助
金
新
設
で
財
源
が
で
き
、

「
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
」と
し
て
計
画
ス
タ
ー
ト

約
4
億
円
の
負
担
で
約
23
億
の
施
設
が
で
き
る
。

準
備
期
間
の
短
さ
は
市
民
参
画
で
カ
バ
ー

複
合
施
設
は
機
能
を
融
合
さ
せ
、

運
営
に
は
志
と
専
門
性
の
あ
る
プ
ロ
が
必
要

　
現
図
書
館
で
言
え
ば
、
昭

　
現
図
書
館
で
言
え
ば
、
昭
和
59
年
の
開
館
後
す

年
の
開
館
後
す

ぐ
に
、
狭
い
、
暗
い
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
・
授
乳
室
・

ぐ
に
、
狭
い
、
暗
い
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
・
授
乳
室
・

調
査
研
究
室
・
勉
強
室
が
欲
し
い
、
蔵
書
の
充
実

調
査
研
究
室
・
勉
強
室
が
欲
し
い
、
蔵
書
の
充
実

と
く
に
新
刊
の
素
早
い
購
入
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で

と
く
に
新
刊
の
素
早
い
購
入
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で

は
予
約
シ
ス
テ
ム
の
確
立
や
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
図

は
予
約
シ
ス
テ
ム
の
確
立
や
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
図

書
館
利
用
者
が
必
要
な
資
料
・
情
報
を
求
め
た
と

書
館
利
用
者
が
必
要
な
資
料
・
情
報
を
求
め
た
と

き
、
図
書
館
員
が
資
料
・
情
報
の
検
索
な
ど
を
支

き
、
図
書
館
員
が
資
料
・
情
報
の
検
索
な
ど
を
支

援
す
る
。
課
題
解
決
型
図
書
館
に
は
な
く
て
は
な

援
す
る
。
課
題
解
決
型
図
書
館
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
）
の
提

ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
）
の
提
供
な
ど
、
数
多
く
の
要

供
な
ど
、
数
多
く
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

望
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
記
録
に

　
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
記
録
に

残
る
と
こ
ろ
で
は
、
始
ま
り
は
平

残
る
と
こ
ろ
で
は
、
始
ま
り
は
平
成
12
年
旧
「

年
旧
「
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」、
さ
ら

」、
さ
ら
に
17
年

N
P
O
新
発
田
ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

N
P
O
新
発
田
ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
提
案

る
提
案
、
18
年
「
民
活
導
入
等
可
能
性
調
査
報
告

年
「
民
活
導
入
等
可
能
性
調
査
報
告

書
」
を
経
て

書
」
を
経
て
、
22
年
に
観
光
案
内
所
や
図
書
館
機

年
に
観
光
案
内
所
や
図
書
館
機

能
を
持
つ
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
建

能
を
持
つ
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
の
請
願
」
を
市
議
会
が
採
択
す
る
な
ど
、
長
年

設
の
請
願
」
を
市
議
会
が
採
択
す
る
な
ど
、
長
年

議
論
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
図
書
館
の
改
善
は
市

議
論
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
図
書
館
の
改
善
は
市

民
の
悲
願
で
あ
り
、
と
き
に
駅
前
の
再
開
発
と

民
の
悲
願
で
あ
り
、
と
き
に
駅
前
の
再
開
発
と

セ
ッ
ト
で
繰
り
返
し
要
望
さ
れ
て
き
た
。

セ
ッ
ト
で
繰
り
返
し
要
望
さ
れ
て
き
た
。

　
平
　
平
成
17
年
の
提
案
に
は
す
で
に
駅
前
図
書
館
建

年
の
提
案
に
は
す
で
に
駅
前
図
書
館
建

設
が
提
案
さ
れ
て
い
る
し

設
が
提
案
さ
れ
て
い
る
し
、
18
年
の
報
告
書
に
は

年
の
報
告
書
に
は

駅
前
図
書
館
の
ほ
か
、
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
証

駅
前
図
書
館
の
ほ
か
、
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
証

明
書
発
行
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
ま
ち
な
か
居

明
書
発
行
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
ま
ち
な
か
居

住
施
設
・
商
業
施
設
な
ど
が
入
居
す
る
複
合
施
設

住
施
設
・
商
業
施
設
な
ど
が
入
居
す
る
複
合
施
設

が
提
案
さ
れ

が
提
案
さ
れ
、
22
年
の
請
願
に
は
ミ
ニ
図
書
館
・

年
の
請
願
に
は
ミ
ニ
図
書
館
・

（
観
光
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

（
観
光
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
要
望
は
当
時
の
市
政
で
は
優
先

　
し
か
し
、
こ
の
要
望
は
当
時
の
市
政
で
は
優
先

順
位
が
低
か
っ
た
の
か
、
常
に
「
財
源
が
手
当
で

順
位
が
低
か
っ
た
の
か
、
常
に
「
財
源
が
手
当
で

き
な
い
」、
金
が
な
い
と
い
う
理
由
で
見
送
ら
れ

き
な
い
」、
金
が
な
い
と
い
う
理
由
で
見
送
ら
れ

て
き
た
。
今
年
2
月
議
会
で
も
、
中
村
功
議
員
か

て
き
た
。
今
年
2
月
議
会
で
も
、
中
村
功
議
員
か

ら
「
図
書
館
の
老
朽
化
の
改
善
、
整
理
・
展
示
ス

ら
「
図
書
館
の
老
朽
化
の
改
善
、
整
理
・
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
」
と
提
案
さ
れ
た
が
、
大
山
康
一

ペ
ー
ス
が
必
要
」
と
提
案
さ
れ
た
が
、
大
山
康
一

教
育
長
は
「
通
路
や
事
務
室
ま
で
資
料
が
あ
ふ
れ

教
育
長
は
「
通
路
や
事
務
室
ま
で
資
料
が
あ
ふ
れ

て
い
る
状
況
で
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
」
と
し

て
い
る
状
況
で
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
」
と
し

な
が
ら
も
、「
図
書
館
整
備
は
国
庫
等
の
補
助
が

な
が
ら
も
、「
図
書
館
整
備
は
国
庫
等
の
補
助
が

な
く
（
財
源
が
な
い
た
め
、
整
備
を
）
提
案
で
き

な
く
（
財
源
が
な
い
た
め
、
整
備
を
）
提
案
で
き

な
い
状
況
」
と
答
弁
し
た
。

な
い
状
況
」
と
答
弁
し
た
。

　
現
在
の
計
画
は
平

　
現
在
の
計
画
は
平
成
12
年
度
以
降
の
議
論
・
要

望
を
土
台
と
し
て
、
将
来
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
勘

案
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
財
源
が
な
く
長
い
間
、

一
歩
も
前
に
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
平

一
歩
も
前
に
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
平
成

年

度
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
で
財
源
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
一
気
に
実
現
に
向
か
う
。
お
金
が
な
く
て

進
学
を
あ
き
ら
め
て
い
た
ら
、
幸
運
に
も
奨
学
金

が
出
て
進
学
で
き
た
よ
う
な
も
の
だ
。

が
出
て
進
学
で
き
た
よ
う
な
も
の
だ
。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
は
、国
の
新
制
度
で
、

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
は
、国
の
新
制
度
で
、

ま
ち
な
か
活
性
化
の
た
め
に
、
人
口
集
中
地
域
で

ま
ち
な
か
活
性
化
の
た
め
に
、
人
口
集
中
地
域
で

駅
な
ど
の
公
共
交
通
か
ら
1
㎞
以
内
、
さ
ら
に
都

駅
な
ど
の
公
共
交
通
か
ら
1
㎞
以
内
、
さ
ら
に
都

市
機
能
を
高
め
る
施
設
の
建
設
（
対
象
は
医
療
・

市
機
能
を
高
め
る
施
設
の
建
設
（
対
象
は
医
療
・

社
会
福
祉
・
子
育
て
・
教
育
文
化
施
設
な
ど
で
用

社
会
福
祉
・
子
育
て
・
教
育
文
化
施
設
な
ど
で
用

地
取
得
費
含
む
）
に
対
し

地
取
得
費
含
む
）
に
対
し
て
50
%
の
国
庫
補
助
交

%
の
国
庫
補
助
交

付
を
行
う
と
い
う
の
だ
。
ま
さ
に
子
育
て
支
援
施

付
を
行
う
と
い
う
の
だ
。
ま
さ
に
子
育
て
支
援
施

設
・
図
書
館
は
こ
の
事
業
の
対
象
だ
。
こ
れ

設
・
図
書
館
は
こ
の
事
業
の
対
象
だ
。
こ
れ
に
27

年
度
末
事
業
完
了
が
条
件
の
「
合
併
特
例
債
」
を

年
度
末
事
業
完
了
が
条
件
の
「
合
併
特
例
債
」
を

合
わ
せ
る
と
、市
の
負
担
（
市
民
の
税
金
の
投
入
）

合
わ
せ
る
と
、市
の
負
担
（
市
民
の
税
金
の
投
入
）

は
ご
く
少
な
く
て
済
む
。

は
ご
く
少
な
く
て
済
む
。

　
約
6
千
５
０
０
㎡
の
土
地
に

　
約
6
千
５
０
０
㎡
の
土
地
に
、
10
万
人
都
市
の

万
人
都
市
の

標
準
的
な
規
模
の
図
書
館
と
子
育
て
支
援
施
設
な

標
準
的
な
規
模
の
図
書
館
と
子
育
て
支
援
施
設
な

ど
を
建
設
す
る
と
建
設
費
は

ど
を
建
設
す
る
と
建
設
費
は
約
23
億
円
と
見
積
も

億
円
と
見
積
も

ら
れ
、
市
の
負
担
は
4
億
円
程
度
、
建
築
費
の

ら
れ
、
市
の
負
担
は
4
億
円
程
度
、
建
築
費
の
約

17
%
の
負
担
で
済
む
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
逃

%
の
負
担
で
済
む
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
逃

す
と
全
額
（
今
回
の
場
合
は

す
と
全
額
（
今
回
の
場
合
は
約
23
億
円
）
ま
る
ま

億
円
）
ま
る
ま

る
市
民
負
担
と
な
り
、「
新
発
田
市
の
財
政
力
だ

る
市
民
負
担
と
な
り
、「
新
発
田
市
の
財
政
力
だ

け
で
は
図
書
館
建
設
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
の
で
は
な

け
で
は
図
書
館
建
設
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
の
で
は
な

い
か
」（
市
長
）
と
い
う
。「
他
自
治
体
に
よ
い
成

い
か
」（
市
長
）
と
い
う
。「
他
自
治
体
に
よ
い
成

功
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
市

功
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
新
発
田
ら
し
く
ア
レ
ン

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
新
発
田
ら
し
く
ア
レ
ン

ジ
し
て
、
子
育
て
支
援
、
学
力
向
上
、
市
民
交
流

ジ
し
て
、
子
育
て
支
援
、
学
力
向
上
、
市
民
交
流

に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、阿
賀
北
の
中
心
と
し
て
、

に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、阿
賀
北
の
中
心
と
し
て
、

で
き
れ
ば
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
」（
市

で
き
れ
ば
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
」（
市

長
）
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
）
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
準
備
期
間
は
短
い
も
の
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」

　
準
備
期
間
は
短
い
も
の
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」

善
要
望
、
さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
提
案
、
議

会
で
の
活
発
な
議
論
な
ど
に
よ
っ
て
課
題
は
整
理

会
で
の
活
発
な
議
論
な
ど
に
よ
っ
て
課
題
は
整
理

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
と
く
に
運
営
に
特
化
し

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
と
く
に
運
営
に
特
化
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
す
る

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
す
る

な
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
真
に
使
い
勝
手
の
良
い

な
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て
真
に
使
い
勝
手
の
良
い

施
設
に
な
る
よ
う
市
民
も
努
力
が
必
要
だ
が
、
市

施
設
に
な
る
よ
う
市
民
も
努
力
が
必
要
だ
が
、
市

民
が
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、
行
政
側
か
ら
の

民
が
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、
行
政
側
か
ら
の

き
め
細
か
な
情
報
提
供
が
必
須
の
条
件
と
な
る
。

き
め
細
か
な
情
報
提
供
が
必
須
の
条
件
と
な
る
。

　
駅
前
複
合
施
設
（
行
政
棟
）
の
隣
に
は
、
民
間

　
駅
前
複
合
施
設
（
行
政
棟
）
の
隣
に
は
、
民
間

業
者
に
よ
る
複
合
施
設
（
民
間
棟
）
が
建
設
さ
れ

業
者
に
よ
る
複
合
施
設
（
民
間
棟
）
が
建
設
さ
れ

る
。
若
者
向
け
の
商
業
・
飲
食
施
設
や
居
住
施
設
、

る
。
若
者
向
け
の
商
業
・
飲
食
施
設
や
居
住
施
設
、

さ
ら
に
観
光
案
内
所
が
入
居
す
る
予
定
と
聞
く
。

さ
ら
に
観
光
案
内
所
が
入
居
す
る
予
定
と
聞
く
。

補
助
率
は
低
い
も
の
の
こ
ち
ら
も
国
の
リ
ノ
ベ
ー

補
助
率
は
低
い
も
の
の
こ
ち
ら
も
国
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
補
助
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
が
、
そ

シ
ョ
ン
事
業
補
助
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
が
、
そ

れ
と
同
額
の
市
負
担
も
発
生
す
る
。
そ
う
で
あ
れ

れ
と
同
額
の
市
負
担
も
発
生
す
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
こ
の
民
間
棟
と
行
政
棟
の
機
能
を
有
機
的
に

ば
、
こ
の
民
間
棟
と
行
政
棟
の
機
能
を
有
機
的
に

融
合
さ
せ
、
さ
ら
に
使
い
勝
手
良
く
魅
力
的
に
す

融
合
さ
せ
、
さ
ら
に
使
い
勝
手
良
く
魅
力
的
に
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
複
合
施
設
の
み
な
ら
ず
、

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
複
合
施
設
の
み
な
ら
ず
、

近
隣
の
商
店
街
や
駅
、
老
健
施
設
と
の
連
携
も
図

近
隣
の
商
店
街
や
駅
、
老
健
施
設
と
の
連
携
も
図

る
べ
き
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
予
定

る
べ
き
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
予
定
の
28
年
4
月
ま

年
4
月
ま

で
に
、
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
に

で
に
、
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
に

よ
っ
て
議
論
を
深
め
、
可
能
な
ら
ば
官
民
協
働
の

よ
っ
て
議
論
を
深
め
、
可
能
な
ら
ば
官
民
協
働
の

運
営
組
織
体
を
つ
く
り
、賑
わ
い
創
出
の「
ト
レ
ー

運
営
組
織
体
を
つ
く
り
、賑
わ
い
創
出
の「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
を
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

ニ
ン
グ
」
を
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
武
雄
市
で
は
図
書
館
運
営
を
民
間
に
委
託
し

武
雄
市
で
は
図
書
館
運
営
を
民
間
に
委
託
し

た
が
、
行
政
の
各
部
門
間
、
市
新
庁
舎
の
「
賑

た
が
、
行
政
の
各
部
門
間
、
市
新
庁
舎
の
「
賑

わ
い
創
出
」
と
連
携
さ
せ
る
た
め
に
も
、
民
の

わ
い
創
出
」
と
連
携
さ
せ
る
た
め
に
も
、
民
の

力
も
借
り
な
が
ら
、
責
任
を
持
つ
形
で
公
が
か

力
も
借
り
な
が
ら
、
責
任
を
持
つ
形
で
公
が
か

か
わ
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
真
摯
な
情
熱
と

か
わ
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
真
摯
な
情
熱
と

高
い
専
門
性
を
持
っ
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
登
用

が
求
め
ら
れ
る
。

で
き

タ
ー
ト

・
要

を
勘

い
間
、年

ベ
ー

と
に

く
て

学
金

善
要
望
、
さ
ら
に
ワ
ー
ク

豊浦地区
文化・芸能祭
◎午前9時～午後 5時まで
＜10 日は午後 4時まで＞作品展示

主催: 第39回豊浦地区文化・芸能祭実行委員会
お問い合わせ : 豊浦地区公民館　
新発田市乙次26-2　℡.0254-22-2081

※タオルおよびバザーの収益金は、豊浦地区
　の社会福祉施設に寄付します。

11月 9日（土）・10日（日）
ッ
プ
の
提
案
、
議

高
い
専
門
性
を
持

た
エ
キ
ス
パ

が
求
め
ら
れ
る
。

ク
シ
ョ
ッ

◎午前 9時～午後 5時まで
＜10 日は午後 4時まで＞＜10 日は午後 4時まで＞作品展示作品展示

※タオルおよびバザーの収益金は、豊浦地区
の社会福祉施設に寄付します

11月 9日（土）10日（日）

両日ともタオル回収箱
（洗濯済使用品可）を設置します。

籐細工体験（先着30名）
焼き芋無料配布（先着）
昔の懐かしい映像上映会
とようらマジッククラブ
お笑い事業団ニイガタ

芸能発表（お楽しみ抽選会付）
まきやま茶会（先着150名）
軽食・作品・未使用品バザー
otocoichi（フリーマーケット）

第39回

9日（土）

10日（日）

ご協力
ください

J
R
新
発
田
駅
前
に
子
育
て
支
援
施
設
、そ
れ

に
連
ら
な
る
一
般
図
書
館
、キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
、多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
持
つ
複
合
施
設

建
設
案
が
、６
月
の
市
議
会
全
員
協
議
会
の
場

で
市
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
。こ
れ
は
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」の
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
長
年
の

懸
案
で
あ
っ
た
使
い
勝
手
の
悪
い
現
図
書
館

の
改
善
、老
朽
化
し
た
い
き
い
き
館
に
あ
る
子

育
て
支
援
施
設
の
移
転
新
設
、駅
前
遊
休
地
活

用
の
現
実
的
な
解
決
策
で
も
あ
る
。な
お
、現

図
書
館
は
「
歴
史
書
館
」
と
し
て
整
備
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。６
月
議
会
で
は
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
て
、基
本
設
計
な
ど
の
事
業
費
が
承
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募

集
、市
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
専
門
家

に
よ
る
建
設
審
査
会
が
継
続
的
に
開
催
さ
れ
、

そ
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
形
で
年
末
ま
で
に

は
基
本
設
計
が
終
了
す
る
予
定
だ
。「
唐
突
感

が
あ
る
」「
情
報
公
開
・
市
民
参
画
が
不
十
分
」

な
ど
の
意
見
も
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

い
っ
た
ん
整
理
し
て
お
く
。



蕎麦の食効を存分に！

4

山岳手打そば　一寿

山岳手打ちそば　一寿
☎0254-33-3480
住／新発田市下小中山1024-15
営／ 11:30～14:00　
　　18:00～21:00
休／月曜夜・火曜　収／30席　
Ｐ／15台

ルチンたっぷりの
「ダッタンそば
薬膳じぇらーと」
は350円

プロ顔負けの美しい写真は
板垣さん自身が撮ったもの

SOP
イチオシの味

1

　店主の努力で再現された 300 年前の味噌垂れでいた
だく「討ち入り蕎麦」。味噌垂れは思いのほかに滑らかで
8種の薬味との相性は新鮮で、蕎麦の新しい味わいを教
えてくれる。この店自慢の黄味を帯びた新潟産のダッタ
ン蕎麦は、普通の蕎麦の100倍ものルチンを含み、記憶
力UPや動脈硬化予防にもなるというから驚きだ。
　木をふんだんに使った店内で忠臣蔵に思いを馳せる
もよし、わが身の健康に思いを寄せるもよし。美味しい
だけではない蕎麦の恵みを堪能してはいかがだろうか。

3

読者モニタープレゼント
一寿 ランチ券（1,000円分）

本紙感想・ご意見、住所・氏名・電話番号を明記の上、
表紙左上の住所宛までハガキにてご応募下さい。
抽選で10名様にお食事券を差し上げます。

※平成25年11月15日（金）必着

6

4
5

2

1.10月からの新メニューは、もりそばにか
き揚げ・だし茶漬けがついたランチセット
（1,000 円）。野菜のかき揚げと珍しいそば
の葉天（単品300円）もおすすめ。平日のラ
ンチにはそばに＋300 円でミニ海老天丼
なども付けられて、とってもお得　2. その
色合いと心地良い苦味が「脳に、血管によさ
そう」と納得させるダッタン蕎麦3. 元禄時
代の蕎麦とそば垂れを復元した店主の板垣
一寿さんと奥様の由子さん　4.5.２階に
は、そば道場（蕎麦打ち体験１回2,500円）
やぎゃらりー「欅平」がありお蕎麦と一緒に
芸術鑑賞も可能　6.「討ち入り蕎麦」
（1,500円・予約制）の2種の味噌垂れは
意外にサラリとしていて、味噌らしさを感
じない。みかんの皮や梅干しなど 8 種の薬
味が江戸のグルメを彷彿とさせる　　

1

2013
11/4 新発田市民文化会館

〒957-0053　新発田市中央町4-11-7　TEL（0254）26－1576　

お願い
＊未就学児はご入場できません。小学生以上の方はチケットが必要です。
＊お買い上げいただきましたチケットのキャンセル・変更はできません。
＊車でご来場の方は近隣の駐車場をご利用ください。

お問合せ

アミックス　025-234-6645　

水谷八重子一人芝居　3,000 円（税込、自由席）
　　　　　　　　　　　　　 ※当日 500 円増

国本武春浪曲公演　   2,000 円（税込、自由席）
　　　　　　　　　　　　    ※当日 500 円増

料 金阿部　聡　090-2733-3568　abe@kurasinavi.com

ネット販売

チケット取扱い

新発田市観光協会（まちの駅）　0254-26-6789

シバタオレンジプレスショップ 検索

紫音（新発田市民文化会館内）　0254-22-5726

ケンタッキー 城北町

JA

★ 新発田市民
文 化 会 館

新発田
市役所

新発田警察

R7

R7→

←新発田IC

中条→

〒

忠
臣
蔵
三
昧

堀
部
安
兵
衛

参
上
！

国
本
武
春
浪
曲
公
演

水
谷
八
重
子
一人
芝
居

『
忠
臣
蔵
』
の
立
役
者
・
大
石
内
蔵
助
と
の
心
温
ま
る
出
会

い
と
恋
、
そ
し
て
内
蔵
助
の
華
々
し
い
討
入
後
の
苦
悩
に
満

ち
た
人
生
を
母
と
し
て
凛
々
し
く
生
き
抜
い
た
〝
り
く
〞
を
、

現
代
女
優
の
最
高
峰
・
水
谷
八
重
子
が
新
発
田
で
熱
演
! 

女
で
あ
る
喜
び
と
悲
し
み
を
「
生
き
る
」
水
谷
八
重
子
、
渾

身
の
舞
台
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

N
H
K
「
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
」
に
出
演
、
大
人
気
の
国
本

武
春
は
、
新
発
田
に
義
士
像
を
贈
っ
た
浪
曲
師
桃
中
軒
雲
右

衛
門
の
ひ
孫
弟
子
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
『
忠
臣
蔵
』
の
中
か

ら
古
典
を
2
曲
、
さ
ら
に
今
回
は
特
別
に
新
発
田
時
代
の
安

兵
衛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
新
作
浪
曲
「
堀
部
安
兵
衛
」

を
引
っ
提
げ
て
の
来
演
!
日
本
初
の
舞
台
は
見
逃
せ
な
い
!

100年記念

安兵衛
芸術祭
安兵衛
芸術祭花

影
の
花
〜
大
石
内
蔵
助
の
妻
、り
く
〜

◆ 

国
本
武
春
（
く
に
も
と
た
け
は
る
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

浪
曲
師
。
1
9
6
0
年
千
葉
県
生
れ
。
父
は
天
中
軒
龍
月
、
母
は
国
本
晴
美
、
両
親
共
に

浪
曲
師
。
19
歳
で
名
曲
師
（
浪
曲
伴
奏
者
）
東
家
み
さ
子
に
浪
曲
三
味
線
を
師
事
、
20
歳
で

紫
雲
寺
出
身
の
東
家
幸
楽
に
入
門
、
浪
曲
師
と
な
る
。
浪
曲
中
興
の
祖
、
桃
中
軒
雲
右
衛
門

か
ら
続
く
『
忠
臣
蔵
』
は
国
本
武
春
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

　

古
典
浪
曲
の
み
な
ら
ず
、
1
9
8
7
年
頃
か
ら
三
味
線
に
ギ
タ
ー
の
フ
レ
ー
ズ
を
取
り
入

れ
た
独
自
の
三
味
線
奏
法
を
使
い
、「
忠
臣
蔵
」「
民
話
・
昔
話
」
の
新
た
な
〝
弾
き
語
り
ス

タ
イ
ル
〞
を
確
立
、オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
創
作
す
る
。
2
0
0
0
年
に
宮
本
亜
門
演
出
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
太
平
洋
序
曲
』
に
出
演
、
ま
た
音
楽
と
語
り
を
担
っ
た
短
編

ア
ニ
メ
『
頭
山
』
は
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
。
古
典
浪
曲
、
弾
き
語
り

ラ
イ
ブ
、
観
客
養
成
講
座
、
日
米
で
の
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
公
演
、
三
味
線
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
出
演
と
多
方
面
で
活
動
中
。
最
近
は
N
H
K
『
に
ほ
ん

ご
で
あ
そ
ぼ
』
の
〝
う
な
り
や
べ
ベ
ン
〞
役
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

2
0
0
0
年
第
50
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
新
人
賞
、
2
0
0
2
年
国
立
演
芸
場
花
形
演
芸

大
賞
大
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
日
本
浪
曲
協
会
副
会
長
。
C
D
に
『
国
本
武
春　

古
典
浪
曲
傑

作
撰
（
南
部
坂
雪
の
別
れ
な
ど
）』
第
1
〜
4
集
、『
大
忠
臣
蔵
』
な
ど
（
詳
細
は
「
武
春
堂
」

で
検
索
を
）。

※
国
本
武
春
の
相
三
味
線
を
つ
と
め
る
沢
村
豊
子
は
1
9
3
7
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
12
歳
で

名
曲
師
山
本
艶
子
に
師
事
。
17
歳
で
浪
曲
師
国
友
忠
の
三
味
線
を
担
当
。
以
来
、
三
波
春
夫
、

村
田
英
雄
、
二
葉
百
合
子
な
ど
の
伴
奏
を
つ
と
め
る
。
音
締
め
の
良
さ
と
的
確
な
技
術
を
持

つ
当
代
随
一
の
曲
師
で
あ
る
。

忠
臣
蔵
と
堀
部
安
兵
衛

「
殿
中
刃
傷
〜
田
村
邸
」「
南
部
坂
雪
の
別
れ
」「
堀
部
安
兵
衛
」

◆ 

水
谷
八
重
子
（
み
ず
た
に
や
え
こ
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

女
優
。
1
9
3
9
年
生
ま
れ
。
父
は
歌
舞
伎
役
者
の
十
四
代
目
守
田
勘
弥
。
母
は
新
派

の
大
女
優
初
代
水
谷
八
重
子
。
水
谷
良
重
（
み
ず
た
に
よ
し
え
）
の
名
で
女
優
・
歌
手
・
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
1
9
9
5
年
に
母
の
跡
を
継
い
で
二
代
目
水
谷
八

重
子
を
襲
名
し
た
。

　

新
派
の
舞
台
で
は
1
9
6
9
年
『
女
優
』
の
松
井
須
磨
子
役
で
大
当
た
り
を
取
り
高
い

評
価
を
得
て
以
降
、
新
派
の
次
世
代
を
担
う
名
女
優
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
伝

統
の
『
滝
の
白
糸
』『
深
川
不
動
』『
佃
の
渡
し
』
な
ど
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
息
吹
を

吹
き
込
ん
で
独
自
の
演
劇
世
界
を
作
り
上
げ
た
。
女
の
深
い
情
念
を
表
現
さ
せ
た
ら
、
水

谷
八
重
子
の
右
に
出
る
女
優
は
い
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
派
公
演
ば
か
り
で
な
く
、
歌
手
と
し
て
の
実
力
を
生
か
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
も
大
活

躍
、
1
9
6
0
年
の
映
画
『
花
の
吉
原
百
人
斬
り
』
で
N
H
K
最
優
秀
助
演
女
優
賞
受
賞
を

皮
切
り
に
多
く
の
作
品
に
出
演
、
勝
新
太
郎
主
演
の
『
悪
名
』
シ
リ
ー
ズ
で
の
ヒ
ロ
イ
ン
・

糸
路
役
は
伝
説
の
名
演
技
と
し
て
観
る
も
の
の
胸
を
打
っ
た
。
現
代
日
本
に
お
い
て
「
最
も

美
し
い
日
本
語
」
を
操
る
女
優
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
『
水
谷
八
重
子

P
r
e
s
e
n
t
s 

朗
読
新
派 

大
つ
ご
も
り
』
で
最
高
の
評
価
を
得
て
、『
暮
し
の
手
帖
』

連
載
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
選
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
集
に
3
年
連
続
で

選
ば
れ
た
。
多
芸
多
彩
で
あ
る
が
、
間
違
い
な
く
日
本
を
代
表
す
る
大
女
優
で
あ
る
。

　

1
9
9
3
年
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、
2
0
0
1
年
文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀
賞
、
2
0
0
1

年
紫
綬
褒
章
、
2
0
0
2
年
坪
内
逍
遥
大
賞
、
2
0
0
9
年
旭
日
小
授
章
な
ど
受
賞
多
数
。
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4,000円
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